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図3:あるサンプルについての時系列データ.(a)最終構造からのdRMSDと，タンパク質とヌクレオチ
















































の分布(サンプル数:30). kHはヌクレオチドとタンパク質の相互作用の強さを決めるパラメータ. (a) 
二面角ポテンシャルがある場合.結合が強い場合には，解離と緩和が同時に起こる傾向が強くなる.







• pre-stroke構造から near-rigor構造への緩和には中間状態が存在し，中間状態から near-
ngor構造へ緩和するにはヌクレオチドの解離が必要である.
・ヌクレオチドが固く結合してる場合には解離と構造緩和が同期する傾向がある.ただし
二面角ポテンシャルを考えない場合にはこの同期はみられなくなる.
という結果を得た.
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